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家庭ごみ処理に必要な経費

すべて一般財源を使い
経費をまかなっていました

手数料収入と一般財源を使い
経費をまなかっています

手数料収入
(特定財源) 一般財源

この分の一般財源の支出がなくなり
他の事業に使えることに！

　 ２分の１を施設整備費の積み立て
(右表①)に、残りを家庭ごみ減量など
の対策事業(右表②)とその他の環境対
策事業(右表③)に使っています

手数料相当額
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手数料相当額のイメージ

秋田市
店舗手数料

支払い
eco袋の代金＆

手数料支払い

指定
ごみ袋購入

問い合わせ
環境都市推進課☎(888)5706

　市では、ごみ減量のため、市民のみ
なさんに家庭ごみ処理手数料を負担し
ていただいており、全額を家庭ごみの
処理に必要な経費に充てています。こ
の手数料と同額の手数料相当額は、条
例で使い道が定められていて、ごみ減
量やさまざまな環境対策に活用するこ
とになっています。
　令和５年度は手数料収入を４億
6,737万８千円と見込んでいて、活用
する事業の内訳は右表のとおりです。
詳しくは、市ホームページでもご覧に
なれます。広報ID番号 1037495

…今年度見込みが
　４億6,737万８千円

溶融施設の大規模改修や修繕などの実施(事業費の一部に充当)

３億442万円一般廃棄物処理施設整備基金を取り崩して実施する事業

家庭ごみ有料化の目的　
さらなるごみ減量とリサイクルを促進
し、将来の施設整備の財源や環境施策
の充実を図ること

■家庭ごみ処理手数料収入(歳入)を家庭ごみの処理に充当します　
　４億6,737万８千円　…ごみ収集運営費の一部に充当

■手数料の歳入に相当する額は下表の事業に活用します
　４億6,737万８千円　…下表の①＋②＋③　　

歳出の内訳(①＋②＋③)

①一般廃棄物処理施設整備基金積立 ２億3,368万９千円

生ごみ処理機などの購入費補助、食品ロス削減の対策

ごみ集積所の設置や修繕などに対する町内会への補助

資源化物の集団回収を行う町内会などへの奨励金

資源化物の祝日収集

家庭から排出される古紙回収の促進･支援

ごみ減量説明会･キャンペーンなどによる情報発信

ごみ集積所のパトロールや現場調査･指導

不法投棄防止のパトロールなどの対策

家庭ごみ処理手数料収納管理など

③その他の環境対策事業

地球温暖化対策事業

生活環境の保全に寄与する事業

太陽光発電システムや木質ペレットストーブなどの導入費用補助

再生可能エネルギー施設の見学体制の整備と情報発信

エネルギー使用状況の分析による市有施設の効率的運用

市有４施設での省エネ設備導入による光熱費削減

環境配慮行動を促すスマホアプリの運用

地球温暖化対策実行計画の推進

溶融施設の燃料の一部としてバイオマスチップを使用

中小企業などの省エネを促進する設備投資を支援

微小粒子状物質(PM2.5)の成分分析業務委託

水銀含有ごみの収集運搬･処分に必要な経費

１億1,223万６千円

751万７千円

671万１千円

1,359万１千円

1,838万５千円

4,202万９千円

520万２千円

443万８千円

540万３千円

1,722万７千円

1,868万９千円

264万２千円

1,078万９千円

831万６千円

656万３千円

106万円

620万４千円

3,221万８千円

916万６千円

1,658万９千円

粗大ごみ収集オンライン申込経費 95万円

②家庭ごみ減量などの対策事業 １億2,145万３千円

令和５年度 

家庭ごみ処理
手数料相当額の
使い道が決まりました
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　レジ袋辞退など、エコな取り組みでポイントゲッ
ト！ 30ポイントたまると、抽選で地元産品などをプレゼント！
　スーパーやコンビニエンスストア、金融機関など、さまざまな
場所でポイントを獲得できます。そのほか、便利なごみ分別情報
もご利用いただけます。詳しくはインターネットで、｢あきエコ
どんどんプロジェクト｣と検索してください。

まずは、こちらからスマートフォンにアプリを
ダウンロードしてください→

◆４月の｢春の清掃月間｣の参加者に、あきエコポイントを５ポイ
ント差し上げます。アプリをダウンロード後、下のコードを読
み込むとポイントをゲットできます！

春の清掃月間のポイントはこちらから→

問い合わせ▶一般社団法人あきた地球環境会議☎(874)8548

　みなさんのご協力により、１人１日当たりの家
庭系ごみ排出量(資源化物･水銀含有ごみを除く)

が、これまでで最も少ない503グラムになりました。
　令和７年度までの減量目標480グラムの達成に向けて、引き続
きご協力をお願いします。

▶食品ロスを減らしましょう
　食品ロスは他人事ではなく自分事！ 市民、事業者、行

政、みんなの協力でもったいないを減らしましょう
▶プラスチックごみを減らしましょう
　マイバックやマイボトルを持ち歩く、使い捨てのスプー

ンやストローは断るなどを心がけましょう
▶生ごみの水切りをしましょう
　生ごみはギュッとひとしぼり。水分が抜けることで軽く

なり、いやな臭いの軽減にもつながります
▶古紙は分別してリサイクルへ

◆１人１日当たりの家庭系ごみ排出量の推移

寄付ありがとうございます

　一般社団法人秋田県建築士事務所
協会中央支部から、秋田市の福祉事
業に役立ててほしいと５万円を寄付
していただきました。

問い合わせ▶福祉総務課☎(888)5657

…写真は３月22日の贈呈式。穂積市長の右
が(一社)秋田県建築士事務所協会中央支部の
佐藤幸喜支部長、右端が徳光富久担当理事

新たに誘致企業が決定！

　３月15日、ロジスティードソ
リューションズ株式会社(４月１日に
社名を日立物流ソフトウェア株式会
社から変更)と県･市が立地協定を締
結しました。
　同社はＩＴを活用した物流システ
ムを手掛ける会社で、今後は働く
場所に制限されないオフィスのバー
チャル化を推進していきます。従業
員は操業時５人、将来計画30人の予
定です。

問い合わせ▶企業立地雇用課
☎(888)5733

…写真は３月15日の立地協定締結式。ロジ
スティードソリューションズ㈱の米倉俊輔代
表取締役社長(中央)と穂積市長、猿田副知事
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平成23年度…584グラム　
平成24年度…566グラム
平成25年度…527グラム
平成26年度…529グラム
平成27年度…517グラム
平成28年度…512グラム

平成29年度…509グラム
平成30年度…505グラム
令和元年度 …509グラム
令和２年度 …518グラム
令和３年度 …515グラム

スマホのアプリで
エコアクションを楽しもう！

令和４年度の家庭系ごみ排出量が
これまでで最も少なくなりました

問い合わせ▶環境都市推進課☎(888)5706


